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第3表　他種材料の比重

〆・・サ列建築用絶糊松1酬努穿駕
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　　そあ他最近では，比重が木材くらいで，非常に硬い

　　“Carbon”とい5ものができている．これは形や寸法

　を任意につくり得るのが特長である・また400°～450℃

　で約6時間熱加水分解を行うと，比重の大きい一次炭素

　ができ，これを800°rylOOOcCで2～4時間煙道ガスと

　蒸汽の下で賦活すると活性炭が得られるのも，最近の本

・法護展の一つである．

　　　　§4副葦物　　　　　　　　，

　　　』前記のよ5に，爆確物精製の際腹液中をこ可溶性ヘミ

　、　セルロe…ズと細かい繊維が入つてくる．本法の初期にば

　　　これらは塵液とともに捨てられたが，』近年回牧して有用

　　　な副産物と化している．まず膿液をDorr濃集機で庭理

　　　U微細繊維を沈澱さぜて液から分離し，爾者を別々に利

　　　用する・液中に含まれる可溶性ヘミセルロPズは物理的

　　　にはコ・一ンスle　e一チ，デキストリン等と似た性質を示し，

　　　その化學的組成は：　　　　　’

　　　　重合木糖70％（その内ペントザン約35％，ヘキソザ

　　　　ン約65％），

　　　　リグニンの攣質したもの10％，
　　　　　　　　　　　　の　　　　樹脂，ゴム質，タ・・ル，脂肪酸，臓等約20％，

　　　・で友分は低く，水溶液のpHは約4．0である．水溶性

　　　ヘミセルローズは眞溶液ではなく，コロイド性で，鑛酸

　　　で輕く加水分解すると分散物を沈澱し，ヘキソe－一・ズ，ペ

　　　ント・一一ズだけを含む清澄液が得られる．これを醸肇さぜ

　　　てエタノール，ブタノール，アセトン，グリセリソ，絢

　　　懸酸を得，或はフルフラール，酷酸，蟻酸その他の有機

　　　物に韓化することができる．昔通，フルフラールは約5U＃

〆　　（3。5氣塵）でペソトーズを数時間鑛酸で慮理してっくつ

　　　ているが，マソナイト工場では高墜蒸汽が安贋に手に入

　　　るから，藪時間で作れる．

・　　　　膿液を蒸汽濃縮して可溶性ヘミセルur　eズ55％の福

　　　色粘稠液としたものは“Masonex”と呼ばれ，噴霧乾燥

一　　↓た粉末製晶は“Masonoid”として商晶化されている・

・　　いずれも乳化謝，起泡捌，粉炭或は鋳造中子の結合剤，接

　　　．養剤，水庭理醐，クPtム鞍の糖源等として安便なために

　　　徴迎される．

　　　　塵液より沈澱分離した微細繊維は化學庭理の後，洗濟，

　　　乾燥，粉碑及び臨い分けして，80メツシ以下の粉末を

　　　“Benalo二d　1000”と呼んでいる．この粉を175℃，2000＃

、　　f（140氣墜）で成型すると比重1・40～1・45の高耐水性製

＝i　　品となる．叉ほとんどすべくの熱可塑性樹脂及びフエノ

　　　・…ル系，フラン系，尿素系樹脂と混合すると著るしい可

　　　塑性を持つから，高便な樹脂を節約することができる．
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またゴム工業にも利用されるが，さらにこれより酸加水

分解リグニンとセルPt　一ズの画牧にも研究が向けられて　・

いる．

　§5　む　す　び’

　以上でマソナイト工業の概要を説明したと思うが，費

源の面からも，製品の需要の面からも，本邦の現状にお‘／

いて望ましいこの工業が，本邦でも具膿化され，さらに

高度化される日が待望される．筆者は本學農學部三好教

授の御指導により，また日本レーヨソCo．の援助，當研

究所河添講師の協力を得て本邦の工業化研究を行つてい

る瓜これに蓮關した既往q丈献をなるべく廣範園峠瞬

査し，要約したのがこの報告である．なお本法工程の重

黙肇る爆砕の實験装置は昨夏設計を終え，母立製作所「

清水工場で鋭意製作中のところ，本年6月完成し，目下爆

碑の實瞼を進行中である（口糟参照），今後研究の進展に

俘い，各方面の御指導御援助を期待する次第である，　　．
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　　　　　　　苦汁中の有効成分の利用

　　　　　　　　　　岡宗次郎・前由静雄（分折）

　現在あまり利用されていない製盛副産物の苦汁から

有用な成分の分離と並にその薪利用法について若干の

研究を行つた．そのうち濃厚苦汁から塵酸及びマグネ・

シアの製造について述べる．

　苦汁を加熱濃縮し113℃附近で析出する食璽を分離
し，さらに濃縮して123℃附近にいたると，硫酸マグ
ネシウムが析出する．それを分離し，溶液を冷却して、
得られた人造力e・一ナリットをさらに分離するといわゆ’

る濃厚苦汁が得られる．これを原料に使つて固型塵化、
マグネシウムとし，反慮管中で水蒸氣を通じながら高・

温で分解させると盛酸並にマグネシァができる。温度
を400℃～600℃とすると30～60分でほぼ反鷹は終『
了する．分解率は，80～85％反癒管よb出てくる盛酸：

ガスを2～4箇の冷却球で捕集すると13°～18°B6の『

ものが得られる．この濃度の魎酸はアミノ酸醤油製造

等に利用するのに適當な濃度である．残留するマグネ
警アは80％程度呪の一if・，これはマグネシアセ・ン旨

トの原料に使える．分解温度は高温の方がよい結果力｛
得られるが，煙道駿熱糞利用する方法について考案中
である．
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